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赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」

02 地域全体で見守り支えあい、心あた
たまるまちづくりを目指して      

06 健康ページ  　　　
08 ９月は赤穂市水洗化促進月間
09 ９月は障害者雇用支援月間
10 第６次行政改革大綱取組結果

11 市長こんわ会
16 情報コーナー
20 社協だより
22 圏域バスの愛称、ロゴマーク募集
23 くらしのカレンダー

■今月の内容

ふるさとの風情漂う干瓢まつり
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敬
老
会
は
、
兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷
村

（
現
在
の
多
可
町
八
千
代
区
）の
門
脇
政
夫

村
長
が
昭
和
22
年
９
月
15
日
に
、「
老
人
を

大
切
に
し
、
年
寄
り
の
知
恵
を
借
り
て
、

村
作
り
を
し
よ
う
」と
開
い
た
の
が
始
ま

り
で
す
。

　

昭
和
25
年
、兵
庫
県
は
９
月
15
日
を「
と

し
よ
り
の
日
」と
定
め
、
そ
の
後「
老
人
の

日
」を
経
て
、
昭
和
41
年
に
は
国
民
の
祝

日「
敬
老
の
日
」と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
９
月
15
日
は
、老
人
福
祉
法
上「
老

人
の
日
」と
定
め
ら
れ
、
９
月
15
日
～
21

日
ま
で
の
１
週
間
を「
老
人
週
間
」と
し
て

全
国
各
地
で
長
寿
を
祝
う
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
か
ら「
敬
老
の
日
」は
、
９
月

の
第
３
月
曜
日
と
な
り
、
今
年
は
９
月
16

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
穂
市
の
敬
老
会
は
、
連
合
婦
人
会
の

創
立
50
周
年
記
念
誌
に
よ
る
と
、
市
内
各

婦
人
会
で
昭
和
28
年
４
月
・
５
月
に
そ
れ

ぞ
れ
の
敬
老
会
を
開
き
、
手
づ
く
り
の
料

赤
穂
市
の
敬
老
会

敬
老
の
日
の
始
ま
り

地 区 名 対象者数 男 女

赤 穂 1,186 448 738

城 西 797 283 514

塩 屋 1,138 398 740

西 部 439 175 264

尾 崎 1,086 424 662

御 崎 518 205 313

坂 越 722 303 419

高 雄 376 152 224

有 年 629 226 403 

合 計 6,891 2,614 4,277

※対象者　平成25年９月15日現在で満75歳以上になる方
　　　　　（昭和13年９月16日以前に生まれた方）

敬老会対象者数（Ｈ25.7.31現在）

地域の「絆」を確認するきっかけにもなる敬老会

（写真は昨年実施の福浦本町敬老会の様子）

　

多
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の
方
々
に
感
謝
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
長
寿
を
祝
う
こ
と
を

目
的
に
、
今
年
も
敬
老
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
単
位
や
自
治
会
単
位
で
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
、

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
・
安
全
に
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
の「
絆
」が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
敬
老
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、「
高
齢
者
を
見
守
る
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
は
じ
め

と
す
る
、
地
域
の「
絆
」づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
見
守
り
支
え
あ
い
、

人
と
人
と
の「
絆
」に
よ
る

心
あ
た
た
ま
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

　

地
域
で
開
催
す
る
敬
老
会
で
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、毎
年
、

各
地
域
の
特
色
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
敬
老

会
を
開
催
し
、
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
各
地
域
で
、
敬
老
の
日
の
前
後

に
敬
老
会
を
開
催
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し

ま
す
。

　

敬
老
会
対
象
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来

場
の
う
え
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

地
域
で
お
祝
い
す
る
敬
老
会

理
や
演
芸
で
長
寿
を
祝
っ
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
本
市
に
お
け

る
敬
老
会
の
原
形
で
、
そ
の
後
、
９
月
15

日
を
中
心
に
敬
老
会
が
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
33
年
以
降
は
、
地
区
ご
と
に
、

９
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
に
分
け
て
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
か
ら
は
、
地
域
の
負
担
等
を

考
慮
し
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
合
同

会
を
文
化
会
館
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
。

　

合
同
会
と
し
て
行
う
敬
老
会
は
、
平
成

21
年
ま
で
計
５
回
開
催
し
、式
典
に
加
え
、

地
区
演
芸
や
芸
能
人
、
幼
稚
園
児
な
ど
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
ご
近
所
の
人
の

顔
が
身
近
に
見
え
る
、
ま
ち
づ
く
り
単
位

や
自
治
会
単
位
で
の
開
催
と
な
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

（保育所の子どもたちとの交流会　８/1 万寿園）
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ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
が
寝
室

に
火
災
警
報
器
を
購
入
設
置
し
た
と
き

１
軒
に
つ
き
１
個
ま
で
２
，５
０
０
円
を

上
限
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

◦�

申
請
受
付
期
限　

平
成
26
年
３
月
31

日
◦�

対
象
者　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯

◦�

火
災
警
報
器
の
種
類　

Ｎ
Ｓ（
日
本
消

防
検
定
協
会
）マ
ー
ク
の
つ
い
た
煙
感

知
器

　

日
常
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
時
、
掃

除
や
買
い
物
な
ど
の
家
事
援
助
に
つ
い

て
の
み
、
赤
穂
市
ホ
ー
ム
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
・
３
３
７
６
）の
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
、
そ
の
利
用
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

（
週
２
回
、
１
回
１
時
間
が
限
度
）

◦�

対
象
者　

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

障
が
あ
る
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
、
ま
た
は
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
で
、
い
ず
れ
も
介
護
保
険
の
対
象

と
な
ら
な
い
方

◦�

利
用
者
負
担　

利
用
料
金
１
時
間
あ

た
り
９
０
０
円
の
う
ち
１
割

　

御
崎
の
万
寿
園
で
、
毎
週
１
回
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。
利
用
２
回
の
う
ち
１

回
は
、
作
業
療
法
士
に
よ
る
簡
単
な
楽

し
い
体
操
を
し
ま
す
。

◦�

対
象
者　

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら

な
い
65
歳
以
上
の
虚
弱
な
方

◦�

利
用
者
負
担　

１
回
２
５
０
円（
昼
食

代
は
別
途
実
費
）

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
夕
食
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
健
康
保
持
と
安
否
確
認

を
図
り
ま
す
。

◦�

対
象
者　

70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方
ま
た
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者

だ
け
の
世
帯
で
、
日
常
の
調
理
が
困

難
な
方

◦�

利
用
者
負
担　

１
食
２
５
０
円

　

徘
徊
高
齢
者
に
携
帯
電
話
と
同
じ
く

ら
い
の
大
き
さ
の
機
器
を
身
に
つ
け
て

い
た
だ
き
、
居
場
所
が
不
明
に
な
っ
た

場
合
、
そ
の
居
場
所
を
家
族
に
伝
え
、

事
故
防
止
を
図
り
ま
す
。

◦�

対
象
者　

市
の
認
知
症
老
人
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方

◦�

利
用
者
負
担　

毎
月
の
基
本
使
用
料

５
２
５
円（
そ
の
他
に
位
置
情
報
提
供

料
金
、
現
場
急
行
料
金
が
利
用
し
た

場
合
に
別
途
発
生
）

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等

火
災
警
報
器
購
入
助
成
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等

火
災
警
報
器
購
入
助
成
事
業

赤
穂
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

赤
穂
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

自
立
支
援
配
食
サ
ー
ビ
ス

自
立
支
援
配
食
サ
ー
ビ
ス

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

市
で
は
、
９
月
２
日
、
市
長
、
市
議
会

議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
長
、
自
治

会
連
合
会
長
が
、
市
内
最
高
齢
者
等
の
長

寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

・
男
性
最
高
齢
・
加
里
屋

�

井
藤　

素
一
さ
ん（
１
０
７
歳
）

・
女
性
最
高
齢
・
西
有
年

�

原
田　

そ
の
さ
ん（
１
０
５
歳
）

・
最
高
齢
夫
婦
・
南
野
中

�

　

宮
本　

幸
夫
さ
ん（
１
０
０
歳
）

�　
　
　
　

と
み
ゑ
さ
ん　
（
９
３
歳
）

敬
老
祝
金
等
が
贈
呈
さ
れ
ま
す

【
赤
穂
市
祝
金
】

米
寿（
88
歳
）　

２
万
円

　

�

大
正
13
年
９
月
17
日
～
大
正
14
年
９
月

16
日
生
ま
れ
の
方

白
寿（
99
歳
）　

３
万
円

　

�

大
正
２
年
９
月
17
日
～
大
正
３
年
９
月

16
日
生
ま
れ
の
方

【
兵
庫
県
祝
品
】

１
０
０
歳　

知
事
の
祝
状
・
記
念
品

　

�

大
正
２
年
４
月
１
日
～
大
正
３
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

　

平
成
25
年
６
月
末
現
在
、
本
市
の
高
齢

化
率
は
27
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
数
も
増
加

し
続
け
て
お
り
、
高
齢
化
の
進
展
と
共
に

地
域
の
あ
り
様
が
変
化
し
、
地
域
社
会
に

対
す
る
人
々
の
価
値
観
も
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

　

徘
徊
、
引
き
こ
も
り
、
孤
独
死
、
虐
待

な
ど
の
問
題
が
他
人
事
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
今
、
行
政
や
医
療
、
福
祉
の
専
門
職

だ
け
で
は
な
く
、
自
治
会
や
隣
近
所
を
中

心
に
、
お
互
い
を
見
守
り
支
え
あ
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
周
囲
か
ら
の「
支
援

力
」だ
け
で
な
く
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
が
、
周
囲
の
支
援
者
の
前
向
き
な
気
持

ち
や
理
解
を
引
き
出
す「
受
援
力
」が
今
こ

そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
あ
、
あ
な
た
も
地
域
に
出
て
、
ま
ず

は
相
談
・
助
け
ら
れ
上
手
に
な
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

高
齢
者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
ご
相
談
は
、
総
合
相
談
窓
口
と
な
る

「
赤
穂
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
ほ

か
、
各
中
学
校
区
に
１
ヵ
所
ず
つ
設
置
さ

れ
て
い
る「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、
高
齢

者
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
、
支

援
を
行
う
機
関
で
す
。
保
健
・
福
祉
・
医
療
・

介
護
な
ど
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
場
合
も
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
役
所
の
社
会
福
祉
課
い
き
が

い
福
祉
係
で
も
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

◦�

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

�　

予
防
給
付
、
介
護
予
防
事
業
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト（
計
画
）を
作
成
し
、
要
介
護

状
態
等
と
な
る
こ
と
を
予
防
し
、
悪
化

の
防
止
を
図
り
ま
す
。 

◦�

総
合
相
談
・
支
援

　
�　

高
齢
者
の
各
種
相
談
に
幅
広
く
対
応

し
ま
す
。 

◦�
権
利
擁
護
事
業

　

�　

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
、
早

期
発
見
そ
の
他
の
権
利
擁
護
の
た
め
の

事
業
を
行
い
ま
す
。

◦�

包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

�　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
相
談
・
助
言
・

支
援
の
ほ
か
、
高
齢
者
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

　

�　

地
域
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

在
宅
介
護
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
受
け
る
ほ
か
、各
種
保
健
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
提
供
や
連
絡
調
整
等
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
実
態
把
握

や
介
護
予
防
教
室
の
開
催
な
ど
、
地
域

に
根
ざ
し
た
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

み
ん
な
で
築
こ
う
安
心
と

�

活
力
あ
る
長
寿
社
会

み
ん
な
で
築
こ
う
安
心
と

�

活
力
あ
る
長
寿
社
会

高
齢
者
を
見
守
る
支
え
る

�

「
支
援
力
」と「
受
援
力
」

高
齢
者
を
見
守
る
支
え
る

�

「
支
援
力
」と「
受
援
力
」

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

�

相
談
窓
口

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

�

相
談
窓
口

地域全体で見守り支えあい、
人と人との「絆」による心あたたまるまちづくりを目指して

◆相談機関一覧表

相談機関名 担当地区 電話番号

赤穂市地域包括支援センター 市内全域 ４２・１２０１

在宅介護支援センターはくほう 赤穂・城西地区 ４５・１１１４

在宅介護支援センターやすらぎ 塩屋・西部地区 ４３・６４２４

在宅介護支援センターしおさい 尾崎・御崎地区 ４２・０５１９

在宅介護支援センターいきしま 坂越・高雄（一部）地区 ４６・８１８２

千種の苑在宅介護支援センター 高雄（一部）・有年地区 ４９・２８８７

社会福祉課いきがい福祉係 　　― ４３・６８０９

　

現
在
54
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ（
会
員
総
数

２
，７
０
５
人
）が
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
３
つ
の
原
則
を
軸
に
、
自
分
の
生
活
や

地
域
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
の「
支
え
手
」

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
団
体
が
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
主
軸
と
し
て
お
り
、
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
な
役
割

を
担
う
社
会
的
な
存
在
で
あ
る
た
め
で
す
。

　

概
ね
60
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
ま
す
。
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
、
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を
し
、

豊
か
な
高
齢
期
を
送
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
老

人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

赤
穂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
今
年
で
創

立
50
周
年
を
迎
え
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
等
の
記
念
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
支
え
る
老
人
ク
ラ
ブ
に

�

参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
を
支
え
る
老
人
ク
ラ
ブ
に

�

参
加
し
ま
せ
ん
か

赤
穂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立
50
周
年
！

赤
穂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創
立
50
周
年
！

◆
赤
穂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
な
歩
み

年　

月　

日

事　
　
　
　

項

昭
和
33
年
１
月
赤
穂
市
で
最
初
の
老
人
ク
ラ
ブ
発
足

昭
和
38
年
４
月
赤
穂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
設
立

昭
和
45
年
４
月
会
則
制
定

平
成
２
年
４
月
女
性
部
設
置

平
成
３
年
２
月
第
１
回
作
品
展
開
催

平
成
５
年
７
月
創
立
30
周
年
記
念
大
会
開
催

平
成
５
年
11
月
第
１
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

平
成
13
年
１
月
新
春
囲
碁
・
将
棋
大
会
開
催

平
成
16
年
11
月
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
優
良
連
合
会
表
彰

平
成
20
年
４
月
ヤ
ン
グ
シ
ニ
ア
部
設
置

◆
赤
穂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
主
な
歩
み

年　

月　

日

事　
　
　
　

項

昭
和
33
年
１
月
赤
穂
市
で
最
初
の
老
人
ク
ラ
ブ
発
足

昭
和
38
年
４
月
赤
穂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
設
立

昭
和
45
年
４
月
会
則
制
定

平
成
２
年
４
月
女
性
部
設
置

平
成
３
年
２
月
第
１
回
作
品
展
開
催

平
成
５
年
７
月
創
立
30
周
年
記
念
大
会
開
催

平
成
５
年
11
月
第
１
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

平
成
13
年
１
月
新
春
囲
碁
・
将
棋
大
会
開
催

平
成
16
年
11
月
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
優
良
連
合
会
表
彰

平
成
20
年
４
月
ヤ
ン
グ
シ
ニ
ア
部
設
置

高
齢
者
の
自
立
と

�

生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

問
社
会
福
祉
課　
　

☎
43
・
６
８
０
９
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保健センター　☎４３・９８５５健康ページ
　

こ
こ
ろ
の
不
調
は
本
人
が
自

覚
し
づ
ら
く
、
ま
た
受
診
を
た

め
ら
い
が
ち
で
す
。
放
っ
て
お

い
て
さ
ら
に
無
理
を
重
ね
て
し

ま
う
前
に
、「
い
つ
も
と
違
う
」と

気
づ
い
た
ら
、
声
を
か
け
て
み

ま
し
ょ
う
。「
ど
こ
か
具
合
が
悪

い
の
で
は
？
」「
眠
れ
て
い
る
？
」

と
身
体
面
を
心
配
し
て
い
る
言

い
方
の
ほ
う
が
、
比
較
的
抵
抗

感
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

死
を
考
え
る
ほ
ど
追
い
つ
め

ら
れ
て
い
る
人
は
、
様
々
な
問

題
を
一
人
で
抱
え
て
深
刻
に
悩

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
の
相
談
機
関
が
あ
り
ま
す
の

で
、
解
決
に
向
け
た
適
切
な
窓

口
に
つ
な
が
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
ょ
う
。

　

つ
ら
い
気
持
ち
を
抱
え
、
深

い
孤
立
感
を
つ
の
ら
せ
て
い
る

人
に
と
っ
て「
い
つ
も
温
か
く
見

守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
」と
い
う
安

心
感
は
な
に
よ
り
も
必
要
で
す
。

社
会
全
体
で
お
互
い
を
支
え
あ

う
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

◦�

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は「
あ
い
さ
つ
」か
ら
。

◦�

心
配
し
す
ぎ
は
無
用
で
す
。
普

段
ど
お
り
に
接
し
ま
し
ょ
う
。

◦�「
が
ん
ば
っ
て
」よ
り
も「
大
丈

夫
」と
安
心
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　　

話
を
き
い
た
ら
、「
大
変
で
し

た
ね
」「
よ
く
や
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
ね
」と
ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち

を
言
葉
に
し
て
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
支
え

で
救
え
る
い
の
ち
が
あ
り
ま
す
。

９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

　
　

気
づ
き 
つ
な
ぎ 

見
守
り 

　
　
　
　
　

か
け
が
え
の
な
い 

い
の
ち

９
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

　
　

気
づ
き 
つ
な
ぎ 

見
守
り 

　
　
　
　
　

か
け
が
え
の
な
い 

い
の
ち

気
づ
き

気
づ
き

つ
な
ぎ

つ
な
ぎ

見
守
り

見
守
り

相談機関 電話番号 相談時間

こころの健康相談
統一ダイヤル 0570-064-556

9：30 ～ 11：30、13：00 ～ 15：30
日・月・祝日・年末年始・ハッピーマンデー前の
土曜日は除く

兵庫県いのちと心の
サポートダイヤル 078-382-3566 毎日18：00 ～翌日８：30

土・日・祝日は24時間対応

はりまいのちの電話 079-222-4343 毎日14：00 ～翌日1：00
赤穂健康福祉事務所 43-3212 平日９：00 ～ 12：00、13：00 ～ 17：00
赤穂市保健センター 43-9855 平日８：30 ～ 17：15

◦�

身
近
な
と
こ
ろ
で
受
診
で
き

る「
か
か
り
つ
け
医
」を
持
ち

ま
し
ょ
う
。
風
邪
な
ど
体
調

が
お
か
し
い
と
感
じ
た
と
き

は
、
ま
ず「
か
か
り
つ
け
医
」

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

急
病
時
の
備
え
や
対
応
の
仕

方
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◦�

日
頃
か
ら
健
康
管
理
に
努
め
、

具
合
が
悪
い
場
合
は
、
な
る

べ
く
医
療
体
制
が
整
っ
て
い

る
平
日
の
診
療
時
間
内
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、夜
間
・

休
日
に
急
病
に
な
っ
た
場
合

は
、
翌
日
ま
で
待
て
る
状
態

か
ど
う
か
を
判
断
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
在
宅
当
番
医
や

急
病
セ
ン
タ
ー
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

◦�

症
状
が
重
篤
で
あ
る
場
合
は
、

１
１
９
番
へ
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。

　

子
ど
も
の
急
病
や
ケ
ガ
で
、
緊

急
に
受
診
す
る
か
ど
う
か
迷
っ

た
場
合
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

兵
庫
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

◦�

電
話
番
号　

＃
８
０
０
０

　

�

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
Ｉ
Ｐ
電
話

の
方
は
０
７
８（
７
３
１
）

８は

８は

９き
ゅ
う

９き
ゅ
う）

◦�

相
談
時
間　

18
時
～
24
時（
日

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
9

時
～
24
時
）

こ
ど
も
の
救
急
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://kodom
o-qq.jp/

◦�

対
象　

生
後
１
ヵ
月
～
６
歳

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」

　
　

～
地
域
の
救
急
医
療
を
大
切
に
～

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」

　
　

～
地
域
の
救
急
医
療
を
大
切
に
～

救
急
医
療
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と

救
急
医
療
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と

　

２
０
１
１
年
日
本
で
は
1
年

間
に
２
２
，６
８
１
人
の
結
核

患
者
が
新
た
に
発
生
し
、
２
，

１
６
２
人
が
結
核
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
結
核
は
決
し
て
過

去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
核
は
結
核
菌
の
混
ざ
っ
た

し
ぶ
き
が
咳
や
く
し
ゃ
み
と
一

緒
に
空
気
中
に
飛
び
散
り
、
そ

れ
を
周
り
の
人
が
吸
い
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
感
染
が
お
こ
り
ま

す
。
感
染
し
て
も
必
ず
発
病
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
通
常
は
免

疫
力
に
よ
っ
て
結
核
菌
の
増
殖

を
押
さ
え
込
み
ま
す
。
増
殖
を

抑
え
き
れ
な
く
な
る
と
結
核
を

発
病
し
ま
す
。
そ
の
た
め
普
段

か
ら
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が

け
、
免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

結
核
の
主
な
症
状
は
発
熱
や

咳
・
痰
な
ど
で
風
邪
症
状
と
似

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
受
診
や

診
断
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
咳
な
ど
が
出
現
し
２
週
間

以
上
続
く
場
合
は
必
ず
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

結
核
を
発
病
し
た
場
合
、
一

定
期
間
き
ち
ん
と
服
薬
す
れ
ば

治
り
ま
す
。
し
か
し
症
状
が
消

え
た
か
ら
と
い
っ
て
治
療
の
途

中
で
服
薬
を
や
め
て
し
ま
う
と
、

薬
が
全
く
効
か
な
い
結
核
菌
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
確

実
な
服
薬
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し

ょ
う
。

◦�

問
い
合
わ
せ
先　

赤
穂
健
康

福
祉
事
務
所 

地
域
保
健
課

�

☎
43
・
２
３
２
１

９
月
24
日
～
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

　
　

正
し
い
知
識
を
も
っ
て
予
防
し
よ
う

９
月
24
日
～
30
日
は

結
核
予
防
週
間
で
す

　
　

正
し
い
知
識
を
も
っ
て
予
防
し
よ
う

過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

結
核
と
は

結
核
と
は

早
期
発
見
が
大
切
で
す

早
期
発
見
が
大
切
で
す

確
実
な
服
薬
を

確
実
な
服
薬
を

乳がん検診を休日に実施します

10月第3日曜日は

マンモグラフィー検査が受けられる日曜日

J.M.S（ジャパン・マンモグラフィー・サンデー）

　NPO 法人 J.POSH が子育て、仕事など多忙な
女性のために、年に一度、10月の第３日曜日、
全国どこでもマンモグラフィー検査を受診でき
る環境づくりへの取り組みです。
●�実施日時　10月20日（日）
　　　　　　午前９時～ 11時30分
●�検 査 内 容　 ▽ 視触診＋MMG（マンモグラ
フィー）  ▽エコー検査（49歳以下で希望者のみ）

●�検診料金　 ▽2,000円（赤穂市民の方）　※市
民の方で無料クーポン券がある方は、必ず持
参してください。 ▽7,287円（赤穂市民以外の
方）  ※49歳以下でエコー検査希望者の方は別
途3,500円必要となります。

●�受診人数　30名程度
●�その他　診察は乳腺外科  末次医師、MMG・
エコー検査は女性技師が行ないます。

※�予約不要です。希望者は、診察券、保険証、
無料クーポン券（該当者）、検査費用をご持参
の上、２階中央受付までお越しください。

●�問い合わせ先　赤穂市民病院 医療課
� 　☎４３・３２２２

　毎日の生活の基本となる食について共に学び、
考えましょう！
●�日時　10月19日（土） 午前10時～午後４時
●�場所　総合福祉会館
●�テーマ　みんなで広げよう！食育の輪
●�内容　 ▽イベントコーナー（午前10時～午後
２時） 食と健康コーナー（食事バランスチェッ
ク・骨密度測定・血管推定年齢測定・手洗い
チェック・野菜はかりクイズなど）、食文化コー
ナー（試食）、地産地消コーナー（地場農産物
及び加工品の展示・販売）、学校給食コーナー
（給食の展示など）、お弁当コンテストコーナー
（応募作品の展示）、健康情報コーナー
　� ▽お弁当コンテスト表彰式及び講演会（午後２
時～４時） 演題＝「野菜と果物の大切さ～アト
ピー性皮膚炎に思う～」  講師＝シニア野菜ソ
ムリエ　江草　聡美 氏

●�問い合わせ先　保健センター� ☎４３・９８５５

　

ま
ず
は
し
っ
か
り
と
悩
み
に
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う
。
傾
聴
は「
受
容
」と

「
共
感
」が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◦�

受
容　

本
人
の
気
持
ち
や
言
葉
を

尊
重
し
、
否
定
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

受
け
止
め
る
こ
と
。
善
悪
の
評
価

や
助
言
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

共
感　

相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を

共
に
感
じ
る
こ
と
。
う
な
ず
く
だ

け
で
も
い
い
で
し
ょ
う
。

悩
ん
で
い
る
人
の
話
の
き
き
方

あこう食育フェア２０１３
を開催します

赤穂市いずみ会
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下
水
道
は
皆
さ
ん
が
使
っ
た

生
活
排
水
な
ど
を
処
理
場
へ
運

ぶ
管
渠
、
公
共
水
域
に
流
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
き
れ
い
な
水

質
に
処
理
を
し
て
か
ら
放
流
す

る
処
理
場
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

下
水
処
理
場
で
は
、
微
生
物

の
力
で
汚
水
を
き
れ
い
に
分
解

し
ま
す
が
、
何
で
も
処
理
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
油

や
髪
の
毛
は
処
理
し
に
く
い
う

え
、
下
水
管
が
つ
ま
る
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
下
水
道
施

設
を
傷
め
寿
命
を
縮
め
る
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
大
切
な
市
民
の
財

産
で
す
。
み
ん
な
で
正
し
く
大

切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
一
人
ぐ
ら
い
な
ら
い
い

…
と
安
易
に
考
え
ず
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
下
水
管
や
処
理

場
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　　　

油
を
流
す
と
排
水
管
を
つ
ま

ら
せ
、
取
替
え
等
の
大
規
模
な

工
事
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
処

理
場
で
充
分
に
処
理
で
き
な

か
っ
た
油
は
川
や
海
を
汚
す
原

因
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

使
い
終
わ
っ
た
油
や
使
い
切
れ

な
か
っ
た
油
は
新
聞
や
布
に
し

み
込
ま
せ
て
燃
や
す
ご
み
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

　　

　

台
所
の
流
し
か
ら
野
菜
く
ず

や
残
飯
な
ど
の
生
ご
み
を
流
す

と
、
下
水
道
か
ら
悪
臭
が
発
生

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

固
形
物
で
あ
る
生
ご
み
は
、
下

水
管
内
部
で
つ
ま
り
の
原
因
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
分

を
充
分
に
き
っ
て
燃
や
す
ご
み

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　　　

排
水
管
は
熱
に
強
く
な
い
材

質
で
で
き
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
調
理
で
使
用
し
た
熱
湯

は
、
水
を
流
し
な
が
ら
流
す
か
、

冷
め
る
ま
で
待
っ
て
か
ら
流
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　　

お
風
呂
の
排
水
口
に
は
髪
の

毛
が
溜
ま
り
が
ち
で
す
。
排
水

口
に
溜
ま
っ
た
髪
の
毛
は
、
そ

の
ま
ま
排
水
口
に
流
さ
ず
、
必

ず
取
り
除
き
、
燃
や
す
ご
み
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

　　　

ト
イ
レ
は
、
汚
物
を
下
水
道

管
に
運
ぶ
た
め
の
使
用
量
が
器

具
ご
と
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
易
に
水
量
を
減
ら
す
と
、
つ

ま
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
現
在
で
は
水
量
を
節
約
し

た
型
の
ト
イ
レ
が
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
の
で
、
節
水
に
は
節
水

型
の
ト
イ
レ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　　

敷
地
内
の
排
水
設
備（
排
水
管

や
公
共
ま
す
）の
維
持
管
理
は
個

人
で
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

修
繕
等
に
余
計
な
費
用
が
か
か

ら
な
い
よ
う
正
し
く
お
使
い
く

だ
さ
い
。

◦�

下
水
道
に
関
す
る
相
談
・
問

い
合
わ
せ
先

・�

下
水
道
使
用
料
・
受
益
者
負

担
金
に
関
す
る
こ
と
な
ど

　

上
下
水
道
部 

総
務
課

�

☎
43
・
６
８
３
２

・�

下
水
道
工
事
・
排
水
設
備
工
事
・

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金

に
関
す
る
こ
と
な
ど

　

上
下
水
道
部 

下
水
道
課

�

☎
45
・
２
２
６
３

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

油
を
下
水
道
に
流
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

油
を
下
水
道
に
流
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

台
所
の
流
し
か
ら
生
ご
み
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

台
所
の
流
し
か
ら
生
ご
み
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

熱
湯
を
そ
の
ま
ま
流
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

熱
湯
を
そ
の
ま
ま
流
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

お
風
呂
の
排
水
口
か
ら
髪
の
毛
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

お
風
呂
の
排
水
口
か
ら
髪
の
毛
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

節
水
の
た
め
に
ト
イ
レ
の
タ
ン

ク
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を
入
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

節
水
の
た
め
に
ト
イ
レ
の
タ
ン

ク
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を
入
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

さ
い
ご
に

さ
い
ご
に

下水道作品展のご案内

　「下水道」をテーマとした作品を
市民の皆さんから募集したとこ
ろ、多数のご応募をいただきまし
た。その中から審査によって選ば
れた作品を下記の日程で展示しま
す。ぜひ会場に足を運んで力作を
ご覧ください。
●展示期間と場所
①�９月19日（木）～９月29日（日）
　� ▽ 市役所１階  エントランス
ホール

②�10月８日（火）～ 10月18日（金）
　� ▽プラット赤穂２階  通路ギャ
ラリー（映画館横）

９
月
は
赤
穂
市
水
洗
化
促
進
月
間
で
す

～
下
水
道　

水
が
笑
顔
に
な
れ
る
道
～

　　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
就
職
を

希
望
す
る
障
が
い
者
の
求
職
登

録
を
行
い
、
技
能
、
職
業
適
性
、

知
識
、
希
望
職
種
な
ど
の
状
況

に
基
づ
き
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
方

式
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
職
業

相
談
、
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
、
雇
い
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
事
業
主
に
対
し

て
は
、
雇
用
管
理
上
の
配
慮
に

つ
い
て
の
助
言
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
専
門
機
関
の
紹
介
、

各
種
助
成
金（
障
害
者
ト
ラ
イ
ア

ル
雇
用
奨
励
金
、
障
害
者
初
回

雇
用
奨
励
金
等
）の
案
内
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　　

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
事
業
主
は
、
法
定

雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
が
い

者
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す（
障
害
者
雇
用
率
制
度
）。
こ

の
法
定
雇
用
率
が
、
平
成
25
年

４
月
1
日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
民
間
企
業
は
、１
・
８
％

か
ら
２
・
０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
上
げ

に
伴
い
、
障
が
い
者
を
雇
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主
の

範
囲
が
、
民
間
企
業
で
は
従
業

員
56
人
以
上
か
ら
50
人
以
上
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
こ
う

�

☎
42
・
２
３
７
６

　　

障
が
い
者
雇
用
の
ヒ
ン
ト
と

な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◦�

日
時　

9
月
30
日（
月
）

　

午
後
2
時
～
4
時

◦�

場
所　

赤
穂
市
文
化
会
館
2

階
学
習
室

◦�

テ
ー
マ　
『
仕
事
の
チ
カ
ラ
』

◦�

講
師　

社
会
福
祉
法
人
兵
庫

県
社
会
福
祉
事
業
団
赤
穂
精

華
園
西
播
磨
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

◦�

参
加
料　

無
料

問�

産
業
観
光
課

�

☎
43
・
６
８
３
８

　　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
及
び
龍

野
で
は
、
障
が
い
者
を
対
象
と

し
た
就
職
相
談
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

◦�

日
時　

9
月
20
日（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

◦�

場
所　

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
3
階
鳳
凰
の
間

◦�

内
容　

障
が
い
者
と
求
人
者

が
一
堂
に
会
す
る
就
職
面
接

相
談
会（
当
日
は
履
歴
書
・
障

が
い
者
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
）

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路

�

☎
０
７
９
・
２
２
２
・
４
４
３
５

　　

市
内
在
住
の
心
身
障
が
い
者

の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
障
が

い
者
を
雇
用
し
た
市
内
の
事
業

主
に
対
し
て
、
雇
用
奨
励
の
た

め
の
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

◦�

支
給
の
条
件　

6
ヵ
月
以
上

の
常
用
雇
用
で
あ
る
こ
と

◦�

支
給
対
象
月　

労
働
時
間
が

6
時
間
以
上
で
あ
る
日
が
14

日
以
上
あ
る
月

◦�

支
給
金
額　

１
２
，０
０
０
円

／
人
・
月（
6
ヵ
月
ご
と
に
支

給
。
2
年
間
を
限
度
）

問�

社
会
福
祉
課

�

☎
43
・
６
８
３
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

事業主
区　分

法　定
雇用率

民間企業 2.0％

国、地方公共
団体 2.3％

都道府県等の
教育委員会 2.2％

事業主
区　分

法　定
雇用率

民間企業 2.0％

国、地方公共
団体 2.3％

都道府県等の
教育委員会 2.2％

障
が
い
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

障
が
い
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

「
西
は
り
ま
障
が
い
者
雇
用
促
進
の

つ
ど
い
」合
同
就
職
面
接
相
談
会

「
西
は
り
ま
障
が
い
者
雇
用
促
進
の

つ
ど
い
」合
同
就
職
面
接
相
談
会

心
身
障
害
者
雇
用
奨
励
助
成
金
を
支
給

心
身
障
害
者
雇
用
奨
励
助
成
金
を
支
給

９
月
は
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
で
す

　

障
が
い
者
の
就
労
意
欲
は
近
年
急
速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
障
が
い
者
が
職
業
を
通
じ
、
誇
り
を
も
っ

て
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
者
雇
用
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
穂
市
で
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協
力
し
て
、障
が
い
の
あ
る
方
の「
働
き
た
い
」気
持
ち
を
支
援
し
、

ま
た
、
事
業
所
へ
も
、
障
が
い
者
雇
用
の
理
解
と
促
進
を
図
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
職
業
的
自
立

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
に
は
、
事
業
主
や
職
場
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。
障
が
い

者
が
自
ら
の
能
力
を
活
か
し
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
共
に
働
く
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「赤穂の元気をお届けします」創刊号

赤
穂
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議

会
就
労
支
援
部
会
で
は
、
障
が

い
者
就
労
支
援
施
設
の
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
市
役
所
な

ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
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今
回
は
、
赤
穂
市
上
下
水
道
工
事
協

同
組
合（
以
下「
組
合
」）の
皆
さ
ん
が
参

加
さ
れ
、
赤
穂
市
の
災
害
時
の
緊
急
対

応
や
避
難
場
所
の
給
水
装
置
等
、
水
を

守
る
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
か
ら
は
災
害
時
の
緊
急
対
応
に

つ
い
て
、
災
害
時
の
伝
達
系
統
、
災
害

状
況
の
把
握
方
法
と
市
民
へ
の
伝
達
方

法
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
等
に
つ
い
て
質
問

が
な
さ
れ
、
更
に
は
、
避
難
場
所
の
給

水
装
置
に
つ
い
て
、
受
水
槽
の
設
置
に

よ
る
給
水
方
式
に
つ
い
て
赤
穂
市
の
計

画
は
ど
う
か
と
い
っ
た
問
い
か
け
が
あ

り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
避
難
場
所
の
給
水
装
置

の
重
要
性
を
訴
え
ら
れ
、
避
難
場
所
は

学
校
が
多
い
が
、
今
は
水
洗
ト
イ
レ
の

た
め
、
災
害
時
に
ほ
と
ん
ど
使
え
な

い
こ
と
、
古
い
所
は
せ
っ
か
く
タ
ン
ク

が
あ
る
の
に
、
取
り
は
ず
そ
う
と
す
る

動
き
が
あ
る
こ
と
等
を
指
摘
。
置
い
て

お
け
ば
必
ず
災
害
時
に
利
用
で
き
る
の

で
、
今
後
は
、
避
難
場
所
に
受
水
槽
を

積
極
的
に
設
置
す
る
方
策
を
考
え
て
欲

し
い
と
の
意
向
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
赤
穂
市
は
打
ち
込
み
井
戸
に
よ

り
水
が
出
る
と
こ
ろ
が
か
な
り
あ
り
、

個
人
や
施
設
等
で
水
を
確
保
し
て
い
る

所
も
あ
る
の
で
、
地
下
水
の
利
用
も
考

え
て
欲
し
い
こ
と
、
他
市
で
取
り
組
ん

で
い
る
家
庭
用
の
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の

設
置
費
用
補
助
等
に
つ
い
て
も
検
討
さ

れ
て
は
ど
う
か
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
長
は
、
家
庭
用
の
貯

留
タ
ン
ク
の
設
置
費
用
補
助
に
つ
い
て

は
、
次
年
度
以
降
と
は
な
る
が
、
考
え

た
い
と
し
ま
し
た
。
避
難
場
所
の
受
水

槽
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
配
管
、
受
水

槽
の
衛
生
管
理
や
水
質
の
確
保
、
費
用

面
等
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
従
来
の
も
の
に
つ
い
て
も
維
持
費
の

問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
設
置
の

計
画
は
無
く
、
現
存
施
設
の
受
水
槽
で

利
用
可
能
な
範
囲
で
利
用
し
た
い
と
す

る
現
在
の
考
え
を
伝
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
災
害
時
に
水
を
守
る
の
が

組
合
の
使
命
」と
い
う
強
い
思
い
を
持

ち
、
今
回
の
こ
ん
わ
会
に
参
加
さ
れ
た

組
合
の
皆
さ
ん
に
、
市
長
も
災
害
時
に

最
も
重
要
な
の
が「
水
の
確
保
」と
し
、

組
合
の
皆
さ
ん
か
ら
の
率
直
な
意
見
は

今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
、
赤
穂
へ
の
思
い
を
持

ち
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ

れ
、
今
後
の

赤
穂
市
像
に

つ
い
て
の
話

し
も
交
え
な

が
ら
、
和
や

か
な
内
に
有

意
義
な
こ
ん

わ
会
と
な
り

ま
し
た
。

“災害時の緊急対応、避難場所の
給水装置等について”市長こんわ会

第６次 行政改革大綱平成24年度 取組結果
　第６次行政改革大綱は、少子高齢化の進展や人口減
少社会の到来など社会経済状況の変化と行政課題に的
確に対応して、市民福祉の一層の向上と継続的で自立
した都市経営を実現するため、行財政の運営方法を見
直し、最小の経費で最大の効果をあげるため、平成
20年度から平成24年度までの５ヵ年を計画期間とし
て策定されました。
　平成24年度においても徹底した事務事業の見直
し等を推し進めた結果、目標額641,900千円にして
674,884千円の効果額を得ることができ、計画期間で

あります５年間の累計効果額は2,967,029千円となり
ました。
　しかしながら、本市を取り巻く行財政環境は、市税
収入の大きな伸びが見込めない中、地方交付税や臨時
財政対策債などの動向が不透明であり、厳しい状況が
続いていることから、今後は本年３月に策定した第７
次行政改革大綱に基づき徹底した行財政改革を推進し
ていくことが必要でありますので、ご協力をお願いし
ます。 

●平成24年度　行政改革の重点事項別効果額

重点事項 目　標　額 効　果　額 取　組　項　目 項目別効果額

歳入の確保 59,700千円 77,581千円

公有地の有効利用
使用料等収納率の向上
受益者負担の適正化
寄付条例の制定

53,968千円
8,364千円
9,479千円
5,770千円

徹底した事務事
業の見直し 277,500千円 273,348千円

事務事業の総点検
補助金、負担金の見直し
扶助費の見直し
繰出金の見直し
業務委託の推進

18,858千円
29,538千円
7,277千円

213,926千円
3,749千円

経費の節減合理
化等 111,200千円 115,816千円

職員の制服の見直し
経費の削減
業務委託の見直し

2,532千円
99,282千円
14,002千円

給与等の見直し 109,500千円 110,979千円
給与の見直し
特別職報酬等の見直し

97,818千円
13,161千円

公債費の抑制 3,300千円 3,390千円 一般会計公債費の抑制 3,390千円

簡素で効率的な
組織体制の推進 80,700千円 93,770千円

定員管理の適正化
臨時職員の勤務形態の見直し
市議会議員定数の見直し
農業委員会委員の見直し

53,042千円
9,726千円
29,982千円
1,020千円

合　　計 641,900千円 674,884千円

問い合わせ先　総務部  行政課　☎４３・６８５０

文化のふれあい
第52回赤穂市民文化祭

　文化芸術の秋を満喫してみませんか？
　平成25年度第52回赤穂市民文化祭の日程が
下記のとおり決まりました。日ごろ練習した成
果を市民の皆さんの前で発表します。入場は無
料ですので、どうぞお気軽にお越しください。
� 問市民会館　☎４３・７４５０ 

開　　催　　日 行　　事　　名 会　　　　場
１０／　２( 水） 市民俳句会 市民会館　第４会議室
１０／　５( 土） 市民短歌会 市民会館　第４会議室
１０／　５( 土）・　６( 日） 秋のさつき作風展 市民会館　大会議室
１０／１２( 土）・１３( 日） 生花展 市民会館　大会議室
１０／１４( 月・祝） 舞踊の会 文化会館　小ホール
１０／１７( 木 ) 市民音楽祭（小中学校の部） 文化会館　大ホール
１０／２６( 土） 歌謡の祭典 文化会館　小ホール
１０／３０( 水 ) ～１１／２( 土） 手づくり和凧展 市民会館　１階ロビー
１１／　２( 土 ) ～１１／６( 水） 学童美術展（絵画・書道） 市民会館　大会議室　第４会議室
１１／　３( 日・祝） 市民音楽祭 ( 一般の部） 文化会館　大ホール
１１／　３( 日・祝） 第５２回赤穂市民文化祭表彰式 文化会館　学習室
１１／１０( 日） 詩吟・詩舞発表会 文化会館　小ホール
１１／１６( 土 )・１７( 日） きめこみ人形展 市民会館　第４会議室
１１／１７( 日） 尺八と琴の会 文化会館　小ホール
１１／２４( 日） 民謡発表会 文化会館　小ホール

８月７日開催
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赤穂こどもエコクラブは、赤穂環境パートナ
ーシップ登録事業所の三菱電機㈱赤穂工場
を訪問し、太陽光発電システム等について学
習しました。（８/９ 三菱電機㈱赤穂工場）

環境への関心と理解を深める環境への関心と理解を深める赤穂こどもエコクラブ工場見学

しおかぜと赤穂緞通展が８月２日～
４日の間、旧坂越浦会所で開催され
ました。新作や古緞通を展示したほ
か、「ひょんの実」で染色した糸を使っ
た作品も出品されました。

木綿の感触を楽しむ木綿の感触を楽しむしおかぜと赤穂緞通展

子どもたちが学校で取り組んでいる「いじめ・暴力追放」をめざした活動を
広く市民に知っていただくため赤穂市「いじめ・暴力追放」市民大会を開催。
実践発表のあと大会宣言を提案し満場一致で可決されました。
（８/11 文化会館）

地域全体で子どもたちの成長を支える地域全体で子どもたちの成長を支える第１回赤穂市「いじめ・暴力追放」市民大会

第５回緑の少年団西播磨地区交流体
験学習会に市内外から小学生50名が
参加しました。坂越の自然観察や「シ
カ肉弁当」を通じて野生動物との関わ
り方などを学習しました。
（８/８ さこし歴史と自然の森）

森林・緑を守り育てる森林・緑を守り育てる緑の少年団交流体験学習会

甘くて美味しいスイカ大集合！甘くて美味しいスイカ大集合！大津のスイカまつり

８月３日、赤穂の夏の風物詩「市民の夕べ」が赤穂海浜公園で
開催されました。当日は花火をはじめ様々なイベントが行わ
れ、約５万５千人の方々が夏のひと時を楽しみました。
1 約1,200人の笑顔写真で作った「笑顔の万国旗」　2 ロックやポ
ップスなどで盛り上がったサマーミュージックフェスティバル　
3 勇壮な響を届ける播州赤穂義士太鼓　4 元気なダンスが繰り
広げられたAKOたそがれステージ　5 2,500発の花火が夏の夜空
を鮮やかに彩りました　6 ヨーヨー釣りに挑戦！　7 福祉アン
テナショップでは浴衣と笑顔でおもてなし　8 文字ネット「陣た
くん」とハイポーズ！　9 保育所の子どもによる力強く華やかな
太鼓演奏　10 大勢の人で賑わったメイン会場

（
8
／
4 

赤
穂
精
華
園
）

花
火
が
咲
く 

笑
顔
が
輝
く 

赤
穂
の
夏

第
43
回 

市
民
の
夕
べ

フォトニュース

フォトニュース
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介護保険相談室
要介護（要支援）認定の申請時期は？

高齢者を見守る支えるネットワーク

 医療介護課  介護保険係　☎ 43・6947

Ｑ現在入院中ですが、退院後すぐ介護保険サービスを
受けたいときは、いつ頃申請すればよいのでしょう

か？

Ａ主治医と相談のうえ、状態が安定し、退院のメドが
ついた時点で申請をしてください。

　急病等により一時的に状態が変化している場合や、入
院後間もないとき、骨折等で安静が必要な場合は、心身
の状態が安定するまでに相当期間を要すると思われま
す。

　入院中は介護保険のサービスは利用できません。また
このような状態では適切な認定調査を行うことができま
せんので、しばらく入院治療が必要な場合は、状態が安
定して退院の方向性が決まってから申請してください。

※お急ぎの場合（結果が出るまで待てないとき）
　要介護・要支援認定は申請日にさかのぼって適用され
ます。申請日から認定結果がわかるまでの間に認定結果
を見込んだうえで、サービスを利用することができます。

国民年金
国民年金保険料の追納を！

 市民課  年金担当　☎ 43・6820

　国民年金保険料の全額免除・一部免除・納付猶予を受
けた期間や、学生であるため学生納付特例を受けていた
期間は、保険料を全額納付したときに比べ、将来受けと
る年金額が少なくなります。
　そこで、これらの期間は10年以内（例：平成15年10月
分は、平成25年10月末まで）であれば、後から保険料を
納めること（追納）ができます。
　ただし、追納する場合、保険料免除等の承認を受けた
期間の翌年度から起算して、３年度目以降に追納すると
きは、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗
せされます。（例：平成23年４月～平成24年３月の学生
納付特例を受けた期間分→平成26年４月以降に追納する
と加算が付きます）
　余裕があれば、加算額のつかない２年以内に追納しま
しょう。
　平成25年度中に追納する場合の加算額を加えた追納額
は別表のとおりです。
　なお、追納できる最後の10年目を迎えた期間分につい
ては、日本年金機構から、その旨のお知らせが届きます。
　これは、納付の督促ではなく、「納めることができる最
後の年ですよ」というお知らせと納付の勧奨です。

　追納するかどうかは、個人の意思ですが、将来の年金
額が減額されないよう、余裕があれば、追納をしていき
ましょう。

後納制度による追納を
　保険料を納められなかった期間がある場合（未納期間）
や資格取得などの届出忘れにより国民年金の資格期間が
ない場合（未加入期間）は後納制度をご利用ください。

国
民
年
金
相
談
及
び
姫
路

年
金
事
務
所
の
年
金
出
張

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《国民年金相談（社会保険労務士）》
　◆相談日　９月19日（木）
　◆場　所　市役所２階  201会議室
　◆受付時間　午後１時30分～４時

《年金出張相談（姫路年金事務所）》
　◆相談日　10月３日（木）
　◆場　所　市役所２階　204会議室
　◆受付時間　午前10時～午後３時

　交通事故や傷害事件など、他人（第三者）の行為が原因
で負傷したときの医療費は、本来、加害者が全額負担す
べきものですが、届出することにより国民健康保険を使
ってお医者さんにかかることができます。
　この場合、国民健康保険が一時的に医療費の一部を立
て替えて支払い、後日、加害者に対し費用を請求するこ
とになります。
　交通事故にあったら、すぐに警察に届出をして、「交通
事故証明書」を発行してもらうと同時に、「第三者行為に
よる傷病届」を医療介護課国保医療係まで提出してくだ
さい。
　なお、届出前に加害者から治療費を受け取ったり、示
談を済ませたりすると、国民健康保険を使えなくなる場
合がありますのでご注意ください。

▽ 届出に必要なもの
　�保険証・印鑑・交通事故証明書・第三者行為による傷
病届

《柔道整復師へのかかり方》
　最近は、整骨院や接骨院等の「柔道整復師」を利用する
方が多くなってきています。柔道整復師の施術を受ける
場合、健康保険証が使える場合と使えない場合がありま
すのでご注意ください。

▽ 健康保険が使える場合
　・急性などの外傷性の骨折、脱臼、打撲及び捻挫

▽ 健康保険が使えない場合
　・日常生活からくる疲労・肩こり・腰痛・体調不良
　・慰安目的のあん摩・マッサージ代わりの利用
　・スポーツなどによる筋肉疲労・筋肉痛
　・医師の同意のない骨折や脱臼の治療
　・�仕事中や通勤途上におきた負傷（労災保険からの給
付になります）

　かかった後で、保険適用が認められない場合は、全額
自己負担になります。施術を受ける際には、負傷原因を
正確に伝え、柔道整復師へのかかり方を正しくご理解い
ただいたうえで、適切な受診にご協力をお願いします。

国保医療だより
交通事故などにあったときの届出は

 医療介護課  国保医療係　☎ 43・6813

◆別表
　免除・猶予の承認を受けた年度の保険料を平成25年度中に追納または後納する場合の額（円）

全額免除・納付猶
予・学生納付特例 ４ 分 の ３ 免 除 半 額 免 除 ４ 分 の １ 免 除 当時の保険料額

平成15年度の月分 14 , 8 60  － 7 , 4 30  － 13 , 3 0 0  
平成16年度の月分 14 , 6 40  － 7 , 3 20  － 13 , 3 0 0  
平成17年度の月分 14 , 6 90  － 7 , 3 50  － 13 , 5 8 0  
平成18年度の月分 14 , 7 50  1 1 , 0 5 0  7 , 3 7 0  3 , 6 8 0  1 3 , 8 6 0  
平成19年度の月分 14 , 7 80  1 1 , 0 8 0  7 , 3 9 0  3 , 6 9 0  1 4 , 1 0 0  
平成20年度の月分 14 , 8 90  1 1 , 1 7 0  7 , 4 4 0  3 , 7 2 0  1 4 , 4 1 0  
平成21年度の月分 14 , 9 70  1 1 , 2 2 0  7 , 4 8 0  3 , 7 4 0  1 4 , 6 6 0  
平成22年度の月分 15 , 2 40  1 1 , 4 2 0  7 , 6 2 0  3 , 8 0 0  1 5 , 1 0 0  
平成23年度の月分 15 , 0 20  1 1 , 2 6 0  7 , 5 1 0  3 , 7 5 0  1 5 , 0 2 0  
平成24年度の月分 14 , 9 80  1 1 , 2 3 0  7 , 4 9 0  3 , 7 4 0  1 4 , 9 8 0  
※平成22年度以前の保険料に加算額が上乗せされます。

消防署からのお知らせ
消防本部予防課　☎４３・６８８２

古くなった消火器の取扱いにご注意ください！
　今年の６月及び７月に仙台市と倉敷市において、腐食が進んだ消火器を操作したことに
より消火器が破裂し負傷するという事故が相次いで発生しました。
　一般のご家庭には法令による消火器の点検義務はありませんが、日頃から定期的に消火
器の点検をしていただき、腐食や変形等が発見された場合は絶対に使用しないでください。
　不用となった消火器は一般ごみとして廃棄できません。消火器の廃棄処分については、
（一社）日本消火器工業会（㈱消火器リサイクル推進センターに業務委託）が地域に特定窓口
を設置し行っています。赤穂市内の特定窓口は下記のとおりですので、廃棄をお考えの場
合は問い合わせください。
　《特定窓口》
　　　㈱播州商会　　　　　赤穂市上仮屋南4-21� ☎４２・４０３２
　　　三協防災㈱　　　　　赤穂市加里屋1139-23� ☎４３・８１８０

エアゾール式簡易消火具の自主回収について
　今年の広報あこう１月号でもお知らせしましたが、ヤマトプロテック製エアゾール式
簡易消火具の破裂事故が現在も全国で続発しています。平成25年６月末現在、事故認知
本数は6,121本に達しています（平成25年１月～６月末では264本）。
　原因は、製造工程上の不具合を原因とする内部腐食の進行により破裂事故が発生して
いるもので、ヤマトプロテック㈱では製品の自主回収を引き続き行っています。
　詳細については、市ホームページ等をご覧ください。
　《問い合わせ先》　ヤマトプロテック㈱
　　　　　　　　　お客様相談窓口　フリーダイヤル　０１２０・８０１・０８４
� 受付時間　月～金（祝日除く）　午前９時～午後５時
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◦�

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男
性

60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
健
康

で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
入
会
説

明
会
に
出
席
し
た
人
。

　

女
性
会
員
も
多
数
活
躍
中
。

◦�

10
月
の
入
会
説
明
会

・�

日
時　

10
月
15
日（
火
） 

午
後

１
時
30
分
～

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

☎
43
・
７
２
０
０

�
http://w

w
w
.ako-sjc.jp/

◦�

試
験
日
時　

11
月
17
日（
日
）

◦�

試
験
場
所 

兵
庫
県
立
大
学
姫

路
書
写
キ
ャ
ン
パ
ス

◦�

試
験
の
種
類　
　

甲
種
消
防
設

備
士（
第
１
類
～
第
５
類
） 　

乙
種
消
防
設
備
士（
第
１
類
～

第
７
類
）

◦�

受
付
期
間
及
び
場
所　
　

電
子

受
付
＝
９
月
14
日（
土
）～
９
月

24
日（
火
） 　

郵
送
受
付
＝
９

月
17
日（
火
）～
９
月
27
日（
金
）

◦�

電
子
申
請　
（
一
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
参
照 　

電
子
申
請
の
締
切
は
９
月
24
日

（
火
） 

午
後
５
時
ま
で

◦�

郵
送
ま
た
は
持
参　
（
一
財
）消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
兵
庫
県

支
部 　

郵
送
に
よ
る
申
請
は

９
月
27
日（
金
）の
消
印
ま
で
有

効 　

持
参
に
よ
る
申
請
は
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で

◦�

試
験
手
数
料　

甲
種
＝
５
，０�

０
０
円　

乙
種
＝
３
，４
０
０
円

◦�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
（
一
財
）消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

�h
ttp
://w

w
w
.sh
o
u
b
o
-

shiken.or.jp

問�

消
防
本
部 

予
防
課 

予
防
係

�

☎
43
・
６
８
８
２ 

　

上
郡
消
防
署 

庶
務
予
防
係

�

☎
52
・
５
１
１
９ 

　

新
都
市
分
署 

庶
務
予
防
係

�

☎
58
・
０
１
１
９

◦�

募
集
コ
ー
ス　
　

住
宅
系
専
科

住
宅
設
備
コ
ー
ス
＝
15
名
、
木

造
建
築
コ
ー
ス
＝
15
名 　

金

属
系
専
科　

溶
接
コ
ー
ス
＝

15
名
、
金
属
塗
装
コ
ー
ス
＝
15

名 　

機
械
系
専
科　

機
械
加

工
コ
ー
ス
＝
15
名
、機
械
製
図
・

工
作
コ
ー
ス
＝
10
名（
40
歳
未

満
の
求
職
者
）

◦�

対
象
者　

高
等
学
校
等
新
規
学

卒
者
、
18
歳
以
上
の
求
職
者

◦�

訓
練
期
間　

１
年
間（
平
成
26

年
４
月
～
平
成
27
年
３
月
）

◦�

出
願
期
間　

10
月
１
日（
火
）～

17
日（
木
）

◦�

選
考
日　

10
月
23
日（
水
）

◦�

選
考
内
容　

面
接
、
学
科
60
分

（
数
学
Ⅰ
、
数
学
Ａ
）

◦�

授
業
料　

無
料（
諸
経
費
＝
自

己
負
担
４
万
円
程
度
、
別
途
検

定
受
験
料
等
必
要
）

問�

兵
庫
県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

�

☎
０
７
９
・
２
４
０
・
７
０
７
７

※�

Ｈ
Ｐ「
県
立
も
の
づ
く
り
大
学

校
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
受
刑
者

が
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
、
日
々

各
種
の
教
育
活
動
、
職
業
訓
練
の

受
講
等
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
全
般
を
、
パ

ネ
ル
等
に
よ
り
、地
域
社
会
の
人
々

に
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
多

く
の
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即

売
を
行
い
、
矯
正
行
政
及
び
更
生

保
護
事
業
の
理
解
を
得
る
た
め
、

姫
路
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　
　

10
月
19
日（
土
） 

午

前
10
時
～
午
後
４
時 　

20
日

（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所　

姫
路
少
年
刑
務
所
構
内

◦�

内
容　
　

刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売（
姫
路
独
楽
、
応
接

セ
ッ
ト
、
木
工
家
具
、
漆
器
、

花
台
、
紳
士
・
婦
人
靴
、
陶
器
、

革
製
品
な
ど
） 　

施
設
内
部
の

見
学
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
等

問�

姫
路
少
年
刑
務
所

�

☎
０
７
９
・
２
９
６
・
１
０
２
０

お知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

試験

第
２
回

消
防
設
備
士
試
験

試験

第
２
回

消
防
設
備
士
試
験

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

募集

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

平
成
26
年
度
入
校
生

募集

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校

平
成
26
年
度
入
校
生

▽▽

▽▽

▽▽

催し

第
27
回

姫
路
矯
正
展

催し

第
27
回

姫
路
矯
正
展

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

広報あこう、赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎ 43・6873

　

赤
穂
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

を
開
催
し
ま
す
。
審
議
会
は
公
開

し
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
市
民
対
話
課
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

９
月
27
日（
金
） 

午
後

１
時
30
分
～

◦�

場
所　

市
役
所
２
階 
２
０
４

会
議
室

◦�

内
容　
　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
実
施
状
況
に
つ
い
て 　

男
女
共
同
参
画
関
連
事
業
の
提

案
等
に
つ
い
て 　

そ
の
他

◦�

傍
聴
申
込　

10
名（
受
付
順
）

※�

当
日
の
会
議
開
催
予
定
時
刻
の

15
分
前
ま
で
に
、
傍
聴
申
込
票

に
住
所
、
氏
名
を
記
入
。
傍
聴

す
る
人
は
、
会
場
内
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問�

市
民
対
話
課 

人
権
・
男
女
共

同
参
画
係�

☎
43
・
６
８
１
８

　

播
州
赤
穂
観
光
ガ
イ
ド
協
会
が

設
立
15
周
年
を
記
念
し
て
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

10
月
18
日（
金
） 

午
後

１
時
30
分
～
３
時

◦�

場
所　

赤
穂
情
報
物
産
館
２
階

（
い
き
つ
ぎ
井
戸
南
側
）

◦�

演
題　
「
赤
穂
藩
主
、
池
田
家
、

森
家
に
つ
い
て
」 　

講
師
＝

観
光
ガ
イ
ド
協
会
理
事　

鍋
谷 

晴
紀

◦�

参
加
料　

無
料

◦�

定
員　

30
名（
先
着
順
）

◦�

申
込
期
限　

10
月
15
日（
火
）

◦�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

赤
穂

観
光
協
会　

☎
42
・
２
６
０
２

　

聴
覚
障
が
い
者
と
手
話
へ
の
理

解
を
深
め
、
手
話
通
訳
の
基
礎

と
な
る
技
術
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
、
10
月
よ
り
入
門
講
座
修
了
者

や
、
過
去
に
手
話
を
学
ん
だ
こ
と

が
あ
る
人
を
対
象
に
、
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
程　

10
月
１
日
～
12
月
３
日

の
毎
週
火
曜
日
、
午
後
７
時
～

９
時（
計
10
回
）

◦�

場
所　

市
役
所
会
議
室

◦�

受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代

等
は
実
費
負
担
で
す
。）

◦�

定
員　

25
名

◦�

講
師　

赤
穂
ろ
う
あ
協
会

◦�

申
込
期
限　

９
月
24
日（
火
）

◦�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会

福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
43
・
６
８
３
３

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
45
・
３
３
９
６

◦�

入
園
資
格　
　

学
齢
前
１
年
児

（
年
長
児
）（
平
成
20
年
４
月
２

日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま

れ
） 　

学
齢
前
２
年
児（
年
少

児
）（
平
成
21
年
４
月
２
日
～
平

成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◦�

就
園
区
域　

小
学
校
区
に
準
じ

ま
す
。

※�

願
書
の
配
布
及
び
受
付
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
、
10
月
広
報
に

掲
載
予
定
で
す
。

問�

教
育
委
員
会 

こ
ど
も
育
成
課

�

☎
43
・
７
０
６
５

　

も
う
一
度
、
看
護
師
・
助
産
師

と
し
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
眠

っ
て
い
る
せ
っ
か
く
の
免
許
証
を

生
か
し
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
の
職

場
復
帰
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

◦�
日
時　

10
月
30
日（
水
） 

午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時

◦�

場
所　

赤
穂
市
民
病
院
４
階　

寺
子
屋
・
デ
イ
ル
ー
ム

◦�

内
容　
　

最
新
の
医
療
・
看
護

の
動
向 　

基
礎
看
護
技
術

　

�　

医
療
機
器
の
取
り
扱
い 　

医
療
安
全
・
院
内
感
染
予
防

　
　

病
院
・
病
棟
見
学
等

◦�

対
象
者　

看
護
師
・
助
産
師
免

許
を
有
し
、
将
来
的
に
臨
床
現

場
へ
の
復
帰
を
希
望
さ
れ
る
潜

在
看
護
師
・
助
産
師
の
方

◦�

募
集
人
員　

５
名
程
度

◦�

申
込
方
法　

10
月
16
日（
水
）ま

で
に
受
講
申
込
書
に
氏
名
、
住

所
等
を
記
入
の
う
え
、
市
民
病

院
看
護
部
ま
で
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
電
話
に
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦�

そ
の
他　
　

白
衣
は
、
病
院
で

用
意
し
ま
す
。　
『
看
護
師
免

許
証
』『
助
産
師
免
許
証
』の
写

し
、
筆
記
用
具
、
白
系
の
運
動

靴
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。　

研

修
日
に
は
、
未
就
学
児
の
お
子

様
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
要
申
込
）

問�

赤
穂
市
民
病
院
看
護
部 

教
育

担
当 

橋
口�

☎
43
・
６
８
３
３

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
・
０
３
５
１

　

�E-m
ail　

kango1090@
am
h.

ako.hyogo.jp

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
秋
季

「
緑
の
募
金
」活
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
募
金
は
、
市
内
の

緑
化
活
動
等
に
活
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問�

赤
穂
市
緑
化
推
進
委
員
会（
産

業
観
光
課 

農
林
水
産
係
）

�

☎
43
・
６
８
４
０

審議会

赤
穂
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会

審議会

赤
穂
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会

▽▽

▽▽

▽▽

講演会

観
光
ガ
イ
ド
協
会

記
念
講
演
会

講演会

観
光
ガ
イ
ド
協
会

記
念
講
演
会

▽▽

募集

赤
穂
市
手
話
通
訳
者
養
成

講
座（
基
礎
課
程
）受
講
生

募集

赤
穂
市
手
話
通
訳
者
養
成

講
座（
基
礎
課
程
）受
講
生

募集

平
成
26
年
度

市
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

募集

平
成
26
年
度

市
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

▽▽

▽▽

募集
赤
穂
市
民
病
院

職
場
復
帰
の
た
め
の
研
修
会

募集
赤
穂
市
民
病
院

職
場
復
帰
の
た
め
の
研
修
会

▽▽▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

お知らせ

秋
季「
緑
の
募
金
」

お知らせ

秋
季「
緑
の
募
金
」

総務省統計局・兵庫県・赤穂市からのお知らせです

鍵かけ防犯マスコット
「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを
かけましょう！

●民事全般・交通事故・家事(離婚・男女間トラブル）　●相続
（遺言･遺産分割）・不動産（借地借家・境界）　●債務整理（破
産･任意整理）・労働問題　●刑事全般（弁護・告訴･告発）・消
費者問題　●その他・人生相談

法を味方にするために、お手伝いします。
姫路市北条宮の町287-6
島根ビル5階

TEL.079-223-1772

土日祝日、早朝及び赤穂市内での
相談も可能です。（要予約）
http://www.yamasaki-lawoffice.jp/

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

●職種等（採用予定：11月１日）
職　種 採用予定 受験資格

臨時事務員
（一般事務者）

２人
高等学校卒業以上
でパソコン（ワー
ド、エクセル）を
使用できること

●試験日時　10月８日（火） 午前９時～
●試験会場　市民病院３階　講義室
●試験内容　作文、面接
●�申込方法　履歴書（市販のもの）に必要事
項を記入のうえ、市民病院総務課まで持参
または郵送で応募してください。

●�受付期間　９月17日（火）～ 10月２日（水）
（土、日、祝日を除く。）郵送の場合は10月
２日中に配達されていること

●受付時間　午前８時20分～午後５時まで
●問い合わせ先　赤穂市民病院 総務課
� ☎４３・６４１４

赤穂市民病院臨時事務員募集
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「
チ
ャ
レ
ン
ジ
読
書
２
０
１
３
秋
」

　

図
書
館
で
は
読
書
推
進
の
た

め
、
秋
の
読
書
週
間
を
中
心
に 

〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
読
書
２
０
１
３
秋
〟

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

◦�

期
間　

９
月
14
日（
土
）～
12

月
27
日（
金
） 

※
読
書
通
帳
の

配
布
は
９
月
14
日（
土
）～
11
月

30
日（
土
）ま
で 　

対
象
は
中
学

生
以
下
で
す
が
、
一
般
の
方
も

参
加
で
き
ま
す
。　

期
間
中
に
、

図
書
を
借
り
た
人
に「
読
書
通

帳
」を
配
布
し
ま
す
。　

各
自
で

「
読
書
通
帳
」に
借
り
た
本
を
記

入
し
ま
す
。　

期
間
中
、
20
冊

以
上
読
書
し
た
人
に〝
プ
レ
ゼ

ン
ト
〟が
あ
り
ま
す
。

「
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」

◦�

日
程（
全
３
回
）　

①
10
月
11

日（
金
）「
読
書
の
楽
し
み
を
伝

え
る
た
め
に
」 

講
師
＝
兵
庫

県
立
図
書
館
調
査
相
談
課
司

書 

②
11
月
１
日（
金
）「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
調
べ
も

の
」 

講
師
＝
兵
庫
県
立
図
書
館

調
査
相
談
課
司
書 

③
11
月
下

旬
予
定『
先
進
図
書
館
の
見
学
・

交
流
』 

行
き
先
＝
先
進
図
書
館

他
◦�

場
所　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室 

◦�

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◦�

受
講
料　

無
料

◦�

定
員　

15
名（
先
着
順
）

「
９
月
、
10
月
の
祝
日
開
館
及
び

振
替
休
館
日
」

　

９
、
10
月
の
祝
日
開
館
は
、
９

月
16
日（
月
・
敬
老
の
日
）、
９
月

23
日（
月
・
秋
分
の
日
）、
10
月
14

日（
月
・
体
育
の
日
）で
す
。
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
９
月
17
日（
火
）、
24
日

（
火
）、
10
月
15
日（
火
）は
振
替
休

館
日
と
な
り
ま
す
。

「
い
な
い
い
な
い
ば
あ
の
会
」

◦�

日
時　

９
月
13
日（
金
） 

午
後

２
時
～

◦�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

図
書

館�

☎
43
・
０
２
７
５

西
播
磨
・
こ
ど
も
環
境
学
習
リ
ー

ダ
ー
養
成
事
業「
第
２
回
実
践
講

座
」参
加
者
募
集

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
を
指

導
す
る
環
境
学
習
活
動
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
た
め「
第
２
回
実
践

講
座
」を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

内
容　

①
ク
ラ
フ
ト（
選
択
制
）

　

�

Ａ「
廃
材
を
使
っ
た
カ
レ
ン
ダ

ー
付
の
鉛
筆
立
て
」 

講
師
＝
井

藤
久
士
氏　

Ｂ「
竹
笛
と
木
の

葉
の
虫
か
ご
づ
く
り
」 

講
師
＝

堀
田
品
子
氏　

②
校
庭
・
園

庭
で
の
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム（
選
択
制
） 

Ｃ「
自
然
体
験

授
業
」 

講
師
＝
本
多
孝
氏　

Ｄ「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」 

講

師
＝
石
田
敏
和
氏　

※
①
、
②

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
講
座
ず
つ
選

択
◦�

日
時　

10
月
８
日（
火
） 

午
後

１
時
～
４
時
20
分

◦�

場
所　

ひ
ょ
う
ご
環
境
体
験
館

◦�

定
員　

１
０
０
人（
要
申
し
込

み
、
先
着
順
）

◦�

参
加
料　

無
料

◦�

申
込
締
切　

９
月
25
日（
水
）必
着

◦�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

西
播

磨
県
民
局 

県
民
室
環
境
課

�

☎
58
・
２
１
３
８

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
58
・
０
５
２
３

お知らせ

図
書
館
だ
よ
り

お知らせ

図
書
館
だ
よ
り▽▽▽▽

▽▽

▽▽

お知らせ
西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

お知らせ
西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

　

全
国
の
法
務
局
で
は
、
平
日
に

仕
事
等
で
相
談
に
ご
来
庁
い
た
だ

け
な
い
皆
さ
ま
の
た
め
に「
全
国

一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」を

開
設
し
ま
す
。
神
戸
地
方
法
務
局

龍
野
支
局
で
は
、
姫
路
支
局
と
合

同
で
、
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　

10
月
６
日（
日
） 

午
前

10
時
～
午
後
６
時

◦�

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
姫
路
リ

バ
ー
シ
テ
ィ
ー 

１
階
タ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン

◦�

担
当
者　

法
務
局
職
員
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人

権
擁
護
委
員

◦�

内
容　
　

不
動
産
の
相
続
、
売

買
、
贈
与
、
抵
当
権
抹
消
等
の

登
記
手
続
に
関
す
る
こ
と 　

土
地
の
境
界
、
法
務
局
の
地
図

等
に
関
す
る
こ
と 　

人
権
問

題
に
関
す
る
こ
と（
日
常
生
活

で
困
っ
た
り
、
悩
ん
で
い
る
こ

と
等
） 　

そ
の
他
法
務
局
の
所

掌
事
務
全
般
に
関
す
る
こ
と

問�

神
戸
地
方
法
務
局 

龍
野
支
局

総
務
課

�

☎
０
７
９
１
・
63
・
３
２
２
１

　

遺
言
や
任
意
後
見
契
約
、
金
銭

消
費
賃
借
・
土
地
建
物
の
賃
貸
借

な
ど
の
大
切
な
契
約
を
公
正
証
書

で
作
成
し
て
お
く
こ
と
で
、
権
利

の
争
い
を
未
然
に
防
ぎ
、
あ
な
た

の
財
産
を
守
り
ま
す
。
公
正
証
書

の
作
成
を
、
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
正
証
書
な
ど
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
龍
野
公
証

役
場
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

問�

龍
野
公
証
役
場

�

☎
０
７
９
１
・
62
・
１
３
９
３

　

献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺

体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習
の

た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
解
剖
実
習
は
、
人

体
の
構
造
を
知
る
た
め
の
大
切

な
学
問
で
す
。
献
体
に
は
、
家
族

や
親
戚
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
献
体
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問�

と
も
し
び
会（
岡
山
大
学
医
学

部
内
）

�

☎
０
８
６
・
２
３
５
・
７
０
９
２

　

市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
全
作
品
を
展
示
し
た
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

期
日　

①
９
月
25
日（
水
）～

10
月
６
日（
日
） 

②
10
月
17
日

（
木
）～
20
日（
日
） 

午
前
10
時

～
午
後
6
時

◦�

場
所　

①
プ
ラ
ッ
ト
赤
穂
２
階

通
路
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

②
図
書
館

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問�

選
挙
管
理
委
員
会

�

☎
43
・
６
８
４
６

相談

法
務
局

休
日
相
談
所

相談

法
務
局

休
日
相
談
所

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

相談

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
、

公
証
週
間
で
す
！

相談

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
、

公
証
週
間
で
す
！

お知らせ

献
体
に
ご
協
力
を

お知らせ

献
体
に
ご
協
力
を

催し

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

催し

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/
　 ： ako-harmony@memenet.or.jp

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション

10月4日(金) 18：00開演  5日(土) 18：00開演
　赤穂城跡特設会場（雨天時：文化会館大ホール 自由席）
10月6日(日) 15：00開演  8日(火) 18：30開演 大ホール 
出　演： 樫本大進（Vn）、ナタリア・ロメイコ（Vn）
 ボリス・ブロフツィン（Vn）、アミハイ・グロス（Va）
 リーズ・ベルト―（Va）、ユリアン・シュテッケル（Vc）
 ズヴィ・プレッサー（Vc）、ナビル・シェハタ（Cb）
 カティア・スカナヴィ（P）、コンスタンティン・リフシッツ（P）
 ブルーノ・シュナイダー（Hr）、ラデク・バボラーク（Hr）（予定）
入場料： 1,000円（※友の会割引はございません）　全席指定

ル・ポン2013　赤穂国際音楽祭・姫路国際音楽祭
好評
発売中!

11月９日(土) 15：30開演  大ホール  全席指定
ゲスト：HIX（ジャグリングパフォーマンス）
入場料：一般：2,500円（友の会：2,200円）

いっこく堂スーパーライブ
好評
発売中!

好評
発売中!

11月22日(金) 18：30開演  小ホール  全席指定
入場料： 一般4,000円（友の会3,200円）、ペア7,000円
 シニア（60歳以上）3,500円

カルロス・ルルフィ楽団　ベスト・タンゴ！

9月28日(土) 14：00開演  市民ロビー  入場無料
ぶらっと・フラットコンサートVol.61　梶山敦子　ピアノリサイタル

※５日、６日については完売しました。

赤穂御崎でふるさと和風ウェディングを…
　赤穂温泉旅館組合では、日本の夕陽百選に選ばれた赤穂御崎
の夕陽や美しい海岸の景色を活用した「第２回赤穂御崎和風ウェ
ディング」イベントのカップルを募集します。
●結婚式日程　12月１日（日） 午後
●�結婚式会場　伊和都比売神社にて挙式（または人前結婚式）
　 ▽畳岩にて人前結婚式と夕陽を背景に記念撮影 
　 ▽銀波荘（和食）にて披露宴
●募集定員　１組　※応募多数の場合は選考となります。
●�参加資格　どちらか一方が赤穂市・備前市・上郡町に在住、在
勤で結婚予定のカップルや結婚式を挙げていない既婚の夫婦。

●�申込方法　ウェディング申込書に必要事項を記入の上、事務
局（赤穂観光協会）まで提出してください。

●応募締切　10月15日（火）必着
●�費用負担　挙式費用・衣装・メイク・写真と披露宴での食事
代（２名分）については主催者が負担します。

●問い合わせ先
　（一社）赤穂観光協会　赤穂市加里屋328� ☎４２・２６０２
　赤穂温泉旅館組合　赤穂市御崎2-8（銀波荘内）�☎４５・３３５５

東備西播定住自立圏民間イベント事業
「第２回赤穂御崎和風ウェディング」カップルを募集します

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１
http://www.yst21.co.jp

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。

～地球のためにできること～

　

公
証
週
間
の
期
間
中
に
は
、

日
本
公
証
人
連
合
会
に
お
い
て

も「
電
話
相
談
」を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

�

☎
０
３
・
３
５
０
２
・
８
２
３
９

�
（
代
表
）

◦�

受
付
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
ま
で

　

�

午
後
１
時
～
４
時
30
分
ま
で

18No.741  2013年 9月19 No.741  2013年 9月



あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（８月１日～８月31日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
浜 市 大 崎 　 秀 信 5,000 善意で
塩 屋 匿 名 3,000 善意で
北 野 中 山 城 　 忠 三 5,000 善意で
有年牟礼 小 林 　 正 朋 50,000 亡父（利之）満中陰志
さつき町 赤穂ボランティア協会 1,149 善意で
加 里 屋 匿 名 100,000 亡母満中陰志
加里屋中洲 匿 名 5,000 車椅子借用御礼
上 郡 町 三 上 　 芳 範 10,000 福祉のために
加 里 屋 匿 名 50,000 善意で
高 雄 高雄小学校昭和 31 年卒業生一同 2,029 同窓会残金を
高 雄 匿 名 911 高雄薬師地蔵お賽銭
神 戸 市 粟山カツエご遺族 100,000 故 粟山カツエ満中陰志

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/

2013年9月e
e e

ee

e

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】
	 西山　温子	 材木　敏夫	 竹谷　政弘	 沖汐　守彦
	 榊　　　敏

【法人】
	 中田第二歯科医院	 ㈱備生本店	 ㈱おさきかもめ屋
	 ㈲つづれや		  ㈲こばやし葬祭	 赤井歯科医院
	 澤田医院		  黒田医院		 （特養）桜谷荘
	 松本クリニック	 ㈲みなと保険企画	 ㈱原鐡工所
	 梶原外科		  神姫バスツアーズ㈱龍野支店
	 ㈱デイリーエッグ	 岩谷内科		 ㈱霜野組
	 高周波熱錬㈱赤穂工場	 石川眼科		 泉友彩
	 シオヤ赤井歯科医院	 大嶋皮膚科医院	 ㈲寒川商店
	 ㈲寺田薬局		  樋口クリーニング店

匿名の方々からもご協力をいただきました

・一般会員　１口　500円・賛助会員　１口　2,000円・法人会員　１口　5,000円

賛助会費 ありがとうございました〈敬称略〉

心配ごと相談所開設日のご案内
（９月19日～ 10月９日まで）

【一般相談】
　 ９月25日（水） 午後１時～５時
　10月２日（水） 午後１時～５時
　10月９日（水） 午後１時～５時
【弁護士相談】
　 ９月19日（木） 午前８時30分～正午（要予約）
【カウンセラーによるこころの相談】
　 ９月25日（水） 午後１時～５時（要予約）
　10月２日（水） 午後１時～５時（要予約）
※�相談のご予約・お問い合わせは社協まで。

お　詫　び
　社協だより８月号の「兵庫県共同募金会会長《表
彰・感謝》の記事の中でお名前に誤りがありました。
　深くお詫び申し上げますとともに、訂正させて
いただきます。

（誤） 野山 喜久子 様　　　　（誤） 清水　　矛 様
　　　　↓　　　　　　　　　　　　↓
（正） 野山 貴久子 様　　　　（正） 志水　　矛 様

みんなで讃岐手打ちうどん体験 !!
平成25年度在宅重度心身障がい者(児）激励事業

　外出の機会の少ない在宅重度心身障
がい者（児）とその家族（介護者）同士の
交流を深めるため、四国うどん打ちの
日帰りバス旅行を企画しました。
　介助ボランティアも同行しますの
で、どうぞご参加ください。
●日　　時　11月８日（金）
　　　　　　【午前８時半出発、午後５時半到着予定】
●内　　容　�讃岐うどん手作り体験
　　　　　　特別名勝「高松栗林公園」散策
●募集人員　�24名（定員を超えた場合は抽選とさせて

いただきます。）
　　　　　　※初めての申込者優先となります。
●参加対象　�在宅重度心身障がい者（児）《要介護者》と

その家族《介護者》※身体障害者手帳１・
２級または療育手帳Ａの方

●参 加 費　�おひとり　2,100円
●受 付 日　９月25日（水）～９月27日（金）
　　　　　　午前９時～午後５時まで
問社会福祉協議会（☎４２・１３９７）まで

大雨災害義援金の募集について
（山口県・島根県・秋田県・岩手県）

●募集期間　９月30日まで
山口県大雨災害義援金
口座振込　①山口銀行　県庁内支店
　　　　　　普通　5014077　山口県共同募金会
　　　　　　※�窓口にて「山口県平成25年７月28日大雨

災害義援金」と申出、全国地方銀行からの
振込は９月30日まで無料

　　　　　②ゆうちょ銀行　　01200-6-80030
　　　　　　山口県共同募金会大雨災害義援金
　　　　　　※振込手数料無料
島根県豪雨災害義援金
口座振込　①山陰合同銀行　津田支店
　　　　　　普通 2381238　社会福祉法人島根県共同募金会
　　　　　②ゆうちょ銀行　01250-0-80027
　　　　　　島根県共同募金会大雨災害義援金
　　　　　　※振込手数料無料
秋田県豪雨災害義援金
口座振込　秋田銀行　本店営業部
　　　　　普通 902756　社会福祉法人秋田県共同募金会
岩手県豪雨災害義援金
口座振込　岩手銀行　本店
　　　　　普通　2185324　社会福祉法人岩手県共同募金会
●�支部受付　兵庫県共同募金会赤穂市支部窓口（社会福
祉協議会内）でも義援金を受け付けしています。
※�赤穂市支部では、受領書を発行し、正式な領収書は、
後日各県共同募金会から送付されます。また、総合
福祉会館ロビーに募金箱を設置しています。

　９月２日（月）に西社協理事長が、市内におられる百歳の方を訪問し、�
長寿のお祝いをしました。
　今年度対象の方は次の方々です。これからもお元気でお過ごしください。
　また、市内84歳の方358名に、橋寿のお祝いとして記念写真を贈呈します。

山﨑 ひさのさん

祝 敬老 長寿

市内百歳到達者に
長寿のヒケツを
お聞きしました！

「
よ
く
食
べ
る
こ
と
」

小畑 芳江さん

「
く
よ
く
よ
せ
ず
に
、
そ
の
日
そ

の
日
を
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
」 吉田 つるゑさん

「
何
で
も
よ
く
噛
ん
で
食

べ
る
こ
と
」

南 ひさゑさん

「
頭
を
使
っ
て
こ
ま
め
に
動
き
、

食
べ
物
に
気
を
つ
け
る
こ
と
」

佐藤 千惠子さん

「
よ
く
寝
て
、
好
き
な
物

を
食
べ
る
こ
と
」

河原 千代子さん

「
よ
く
食
べ
て
、
明
る
く

前
向
き
に
過
ご
す
こ
と
」 砂本 キクノさん

「
好
き
な
こ
と
を
自
分
の

ペ
ー
ス
で
や
る
こ
と
」 澤田　 光さん

「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
物
事

を
す
す
め
る
こ
と
」

宮本 幸夫さん

「
食
事
は
腹
八
分
目
を
心

が
け
る
こ
と
」

髙岸 きくゑさん

「
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で

食
べ
る
こ
と
」

久保 をやすさん

「
男
勝
り
の
生
活
と
、
強
い
気

持
ち
を
持
っ
て
過
ご
す
こ
と
」

輝くオトコの生き方講座
～これからがおもしろい！第２の人生～

　これまで時間の大半を会社や仕事
に費やして、頑張ってきたあなた。
これからは自分のために時間を使っ
て、より楽しく、自分らしく過ごし
てみませんか？
　本講座では、様々なことを学びな
がら、中高年男性の生きがいと仲間
づくりをすすめていきます。
　定年前の方や、すでに定年退職さ
れている方も、是非どうぞ！

50歳以上

男性限定！

◆日　　　時　①10月19日（土） ②11月２日（土） ③11月９日（土）
　　　　　　　①③午前10時～正午　②午前９時～午後１時
◆場　　　所　総合福祉会館内
◆対　　　象　�50歳以上の男性20名（応募多数の場合は抽選）
◆受　講　料　500円（２日目材料費として）
◆申 込 締 切　10月11日（金）
◆主催・申込先　社会福祉協議会（ボランティアセンター）
� （☎４２・１３９７）まで

①
10月19日（土）

「人生の旬は自分でつくろう」～脳を鍛える大人のトレーニングを学ぶ～
　講師：夢こらぼ主宰　松尾 やよい 氏

②
11月２日（土）

オトコの食と健康教室（買い物から始まる調理実習 外）
　講師：赤穂市いずみ会

③
11月９日（土）

「輝くセカンドライフを楽しむために」～地域で自分の居場所をつくる～
　講師：ライフプランナー　吉田 清彦 氏

さ
あ
、
一
緒
に

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
！

相談は
無料
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保育所子育て� 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談� 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター）� ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時）� ☎43・7831
� フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時）� ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16：00祝日除く）�☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課� 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会� 予約☎42・1397
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所�☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表）�☎43・3201
総合福祉会館�☎42・1397
保健センター�☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館� ☎43・7450
地域活動支援センター�☎48・1615
赤穂健康福祉事務所�☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談
10月

1 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

2
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●３歳児健診（Ｈ22. ４生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

3 ●年金出張相談　10：00 ～ 15：00 

4 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

5
6  杉口整形外科 ☎ 45・1451

9：00 ～ 17：00

7
8 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

9 ●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

10 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

11 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

12 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

13  田淵医院 ☎ 43・4114
9：00 ～ 17：00

14  三木内科 ☎ 42・1771
9：00 ～ 17：00

15 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

16
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●１歳６ヵ月児健診（Ｈ24. ３生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30	 

9月
10 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

11
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●２歳児歯科健診（Ｈ23.1、Ｈ23.2生） 13：30 ～ 14：30　受付 

12 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

13 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

14 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

15  澤田医院 ☎ 48・8149
9：00 ～ 17：00

16  石川整形外科医院 ☎ 45・1717
9：00 ～ 17：00

17 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

18
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●１歳６ヵ月児健診（Ｈ24.2生） 13：30 ～ 14：30　受付 

19 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 
●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 

20
21 ●司法書士による法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話課　☎43・6818

22  福田産婦人科麻酔科 ☎ 43・5357
9：00 ～ 17：00

23  黒田医院 ☎ 43・5210
9：00 ～ 17：00

24
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 
●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

25
●精神障がい者相談　10：00 ～ 12：00 地セ
●４ヵ月児健診（Ｈ25.5生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

26 ●身体障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

27
28
29  渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884

9：00 ～ 17：00

30

人口の動き（７月）� 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,162戸 （＋ 11）

人口 50,431人 （－ 15）

男 24,404人 （－ 6）

女 26,027人 （－ 9）

� （　）内は前月比
◎７月中の異動
出生 42人（＋ 16） 転出 96人（－ 22）
死亡 39人（－ 11） その他増 2人（＋ 1）
転入 76人（－ 19） その他減 0人（± 0）

� （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 ７月 平成25年累計
発生件数 109（－ 11） 812（－ 4）
　人身 18（＋ 3） 124（＋ 10）
　物損 91（－ 14） 688（－ 14）
死者 0（－ 1） 3（＋ 2）
重傷 3（＋ 2） 12（＋ 3）
軽傷 15（＋ 1） 130（＋ 10）

� （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 ７月 平成25年累計
火災 1（－ 2） 7（± 0）
救急 147（－ 3） 1020（＋ 26）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは
� ☎43・6899 まで

　現在、実証運行中の赤穂市・備前市・上郡町を結ぶ
２ルートのコミュニティバスが、圏域バス検討会議に
おいて、本格運行（来年３月予定）することが承認され
ました。
　それに伴いこのバスを圏域間の移動手段として幅広
く利用していただくために、親しみのもてるバスの「愛
称」と「ロゴマーク」を募集します。
●応募資格

　 ▽どなたでもご応募いただけます。

　 ▽ �愛称、ロゴマークのうちどちらか１点でも、また、
１人につき何点でもご応募いただけます。

●応募方法
　�　任意の様式（ロゴマークはＡ４サイズ用紙に出力
できるようにしてください）に、次の内容を明記し
て、右記提出先への持参、郵送、電子メールのいず
れかの方法により提出してください。（FAX は不可
とさせていただきます。）

　（１）愛称、ロゴマーク
　（２）提案理由
　（３）�①氏名（フリガナ）  ②年齢　③性別　④住所　

⑤電話番号　⑥職業（学生の場合は学校名と�
学年）

●応募締切　９月30日（月） 【必着】
●入選作品
　�　愛称・ロゴマークのそれぞれにつき、次のとおり
とします。

大�賞（１点）　５万円相当の商品券、及び６千円相当の
地域の物産詰め合わせ

入�選（３点）　１万円相当の商品券、及び３千円相当の
地域の物産詰め合わせ

●審査
　�　東備西播定住自立圏圏域バス愛称等選定委員会に
おいて選定します。

●結果発表
　�　入選者に通知するとともに、各市町広報紙及び東
備西播定住自立圏形成推進協議会ホームページ「東
備西播ともりんく」（http://tobiseiban.mypl.net/）等
においてお知らせします。

●応募上の注意　

　 ▽ �作品は、自作のもので、未発表の作品に限ります。
著作権その他第三者の権利を侵害しているものは
対象外とします。

　 ▽ �応募作品は返却しません。また、作成並びに送付
にかかる費用は応募者の負担とさせていただき�
ます。

　 ▽ �採用した作品に関する一切の権利等は本協議会に
帰属することとし、使用にあたり、必要に応じて
改変等を加える場合があります。

●応募・問い合わせ先
　〒678-0292　赤穂市役所 企画広報課（住所不要）
� ☎４３・６８６７
� メールアドレス　kikaku ＠ city.ako.lg.jp
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特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
屋
外

の
状
況
や
、
避
難
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示
・
勧
告
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留
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ち
に
命
を
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る
た
め
の
行
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を
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さ
い
。

　

大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
時
間
を

追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の

他
の
気
象
情
報
を
活
用
し
、
早
め
早
め
の
行

動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
別
警
報
の
運
用
開
始

東備西播定住自立圏圏域バスの

愛称、ロゴマークを
� 募集します

応募締切：９月30日

『
特
別
警
報
』の
イ
メ
ー
ジ
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　８月３日、市民の夕べが赤
穂海浜公園で盛大に開催され、
きれいな花火やたくさんの笑
顔を見ることができました。
陣たくんの顔をした花火も打
ち上がったそうです！
　当日は、３会場でステージ
イベントが行われ、真夏の暑
さを吹き飛ばす最高のステー

ジを披露していただき見応え
満載でした。出演された皆さ
んお疲れ様でした。
　秋には、赤穂国際音楽祭や
赤穂シティマラソン大会など
大きなイベントが目白押しで
す！皆さんにその模様をお届
けできるよう引き続き頑張り
ます。� て

ちゃん ちゃんちゃん 坂越 元禄橋町南野中

平成23年８月18日生まれ

父・賢さん　母・ひろみさんより
「祝２歳　元気に育ってくれてありがとう」

父・優也さん　母・里奈さんより
「パパとママの宝物♡」

濱 村  　 蓮
は ま む ら れ ん

平成22年12月28日生まれ

父・匡弘さん　母・由希子さんより
「元気に大きくなってね」

橋本  　 響
は し も と ひびき

大 谷  結 愛
お お た に ゆ あ

平成23年１月28日生まれ

◆表紙の説明◆
【ふるさとの風情漂う干瓢まつり】　８月18日にふるさとの特色を生かした第３
回高雄地区干瓢まつりが高雄公民館で開催されました。皮むき器を使って、輪
切りにしたかんぴょうを回転させながら帯状に長く剥く体験コーナーやかん
ぴょう料理の試食コーナー等があり、訪れた皆さんはかんぴょうを満喫しました。

▪�広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
▪�その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。
▪�次回の回覧広報あこうは９月25日（水）、
　広報あこうは10月10日（木）の発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

男性の食育のすすめ
～家族のためのパパ料理～

まだまだ暑い日が続いていますが、夏バ

テなどはしていませんか？豚肉を使った

さっぱりメニューでたまった疲れを吹き

飛ばしましょう。

■パパ料理入門レシピ

豚肉のえのき巻き焼き　梅肉ソース
▪材　料（2人分）
豚もも薄切り肉・・・90g		  塩・こしょう・片栗粉・・各少々
えのきだけ  ・・・・100g		  ねぎ・・・・・・50g
ごま油・・・・・小さじ２		 酒・・・・・大さじ１
ソース（梅肉小２個分、ポン酢小さじ４）
▪作り方
①�えのきだけは根元を切ってほぐします。ねぎはえのきだ
けの長さに合わせて切ります。
②�豚肉を広げて塩・こしょうと片栗粉をふり、①を芯にし
て巻きます。《ポイント！》肉に薄く片栗粉をふり、手前
に野菜をのせてしっかり巻いていく。
③�フライパンにごま油を熱し、②の巻き終わりを下にして
焼きます。転がしながら焼き、肉の周囲に焦げ目がつい
たら火を弱め、酒をふってふたをし、蒸し焼きにします。
④器に盛り、合わせておいたソースをかけます。

　高たんぱく、低脂肪の豚もも肉、ビタミン豊富なねぎが肝臓の

働きをよくします。豚肉のビタミンB1は糖質の代謝に関わり、糖

質をエネルギーとする脳の働きをアップ。酸味の利いたソースで

食欲もでます。

ワンポイント栄養学！　� 　

▪編集後記▪

＊１人分栄養素＊
エネルギー � 309kcal
塩　　分� 1.7ｇ

問保健センター　☎４３・９８５５

（料理協力：赤穂市いずみ会）


